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概要

• 2023年9月、中央教育審議会に「急速な少子化が進行する中での
将来社会を見据えた高等教育の在り方について」が諮問され、
2025 年 2 月には「我が国の『知の総和』向上の未来像～高等教育
システムの再構築～（答申）」として取りまとめられました。この答
申では、高等教育へのアクセス確保が重要な論点とされ、地理的
観点からのアクセスにも注目が集まっています。また、地域高等教
育機会確保特例制度においても、地域における高等教育の状況や
教育機会確保の必要性を踏まえた取組が求められています。

• 本プログラムでは、大学等の高等教育機関地域配置政策の流れを
概観したうえで、大学・短大配置と人口分布を手がかりに、教育機
会の地域差を考えます。講義に加え、参加者自身の地域や所属機
関に引きつけて考える問いかけを交えながら進めていきます。
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内容

1. 導入：18歳人口の変化について

2.戦後日本における高等教育機関地域配置政策の概観

3.高校生人口分布と大学・短大分布の変化

4.近接性と収容性を加味した地理的アクセスの観点

5.近年の高等教育政策と地理的アクセスの確保

6.将来推計人口の変化

7. RESASとjSTAT MAPを活用して現状を知る
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注

•本資料に掲載する政策・制度に関する説明および見解は
講師個人のものであり，所属機関の公式見解を示すもの
ではありません。制度の利用・申請にあたっては，関係省
庁等が公表する最新の情報を必ずご確認ください。なお，
本資料の利用により生じた不利益等について，講師およ
び所属機関は責任を負いかねます。
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到達目標

1. 高等教育への地理的アクセスが政策課題となっている
背景を説明できる。

2.大学・短大への地理的アクセスの変化や地域差を読み取
ることができる。

3.自身の地域や所属機関に引きつけて、高等教育機会を
考えるための問いを挙げることができる。
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地図による可視化で高等教育機会を考える

•2025年度大学入学共通テスト会場マップ

6

https://www.google.com/maps/d/u/0/viewer?hl=ja&mid=1xFwVOl90ZYWICUHiqFvVZJGFvfs-A0U

同じ地方県でも共テ
会場が県内に比較的
分散している県とそ
うではない県がある
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導入
大学進学者数減少のインパクト
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大学進学者数減少のインパクト 8

令和時代を拡大

進学率を60%と仮定。
ただし進学者数は過
去最高の65万人で
頭打ちと仮定。

なお答申では2040
年に46万人に、と推
計。

2034年までは大きな変化なし

2035年から急減

18年後の未来は確定
している

2025年度までは実績値 以降は右にある仮定の下での推計値

大
学
進
学
者
数

そ
の
他
18
歳
人
口

2025→2034：5万減
2034→2043：20万減
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大学進学者数減少のインパクト 9

18歳
人口

大学
進学者数

2024 106万人 63万人

2040 74万人 46万人

国立 10万人 [16%]
公立 3.5万人 [6%]
私立 49.5万人 [78%]

仮に国公立をこのまま維
持すると……

国立 10万人 [２2%]
公立 3.5万人 [８%]
私立 32.5万人 [７0%]
          (-17万人)

99386

35814

493566

国立 公立 私立

2024年進学者の内訳

放送大学の学生は含まれていない
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大学進学者数減少のインパクト 10

18歳
人口

大学
進学者数

2024 106万人 63万人

2040 74万人 46万人

大学入学定員規模別
大学数（2017）

入学定員 大学数 構成比

100人未満 46 6.1%

100人台 133 17.6%

200人台 111 14.7%

300人台 80 10.6%

400人台 57 7.6%

500人台 49 6.5%

600人台 32 4.2%

700人台 23 3.1%

800人台 19 2.5%

900人台 27 3.6%

1000人台前半 71 9.4%

1000人台後半 49 6.5%

2000人台 31 4.1%

3000人以上 26 3.4%

ここから下の定員合計が約47万人
（大学数は現状の1/3程度）

※もちろん，このような単純なことには
ならないことに留意

東京大学政策評価研究教育センター作成資料より作成
https://www.crepe.e.u-tokyo.ac.jp/material/uil1.html
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戦後日本における
高等教育機関地域配置政策
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戦後日本における大学等地域配置政策史 12

本研修では地理的アクセスに焦点をあてる

日本の高等教育機関配置政策 これまでの政策：
大学等が増加する中で、
特定地域の新増設を抑制す
ることで地域間の高等教育
機会の均等化を図る
→人口減少時代には不可能

地理的アクセスの観点から、
拡大期の抑制論から
縮小期の維持論への
転換が必要

1959 工業等制限法 南関東既成市街地での教室新増設規制

1964 工場等制限法 京阪神既成市街地での教室新増設規制

1976
高等教育の計画的整備について
（昭和50年代前期計画）

ブロック別定員、工業（場）等制限区域・
政令指定都市（＋仙台・広島）の定員抑制

1979
高等教育の計画的整備について
（昭和50年代後期計画）

ブロック別定員、
定員抑制地域は前期計画と同じ

1984
昭和61年度以降の高等教育の計画
的整備について

ブロック別定員、
定員抑制地域は前計画と同じ

1991
平成5年度以降の高等教育の計画
的整備について

定員抑制は、工業（場）等制限区域、
三大都市圏の政令指定都市で継続

1997
平成12年度以降の高等教育の将来
構想について

上記抑制方針を継続しつつ運用弾力化

2002 工業（場）等制限法廃止 南関東・京阪神の既成市街地への規制撤廃

2002
大学の質の保証に係る新たなシス
テムの構築について（答申）

抑制方針の撤廃

2018 地方大学振興法 東京23区における収容定員の抑制

2028? （東京23区への抑制撤廃予定）
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国土計画が先行した：1970年代半ばまで 13

1959

1964

首都圏の既成市街地における
工業等の制限に関する法律

近畿圏の既成都市区域における
工場等の制限に関する法律

1976 高等教育計画
（昭和50年代前期計画）

緑色の部分が既成市街地（首都圏）・既成都市区域（近畿圏）
赤色の部分は高等教育計画において緑色の部分に加えて規制された地域

1962 全国総合開発計画

拠点開発方式に即応する高等教育
機関の適正な配置をはかるため、
過大都市への大学の集中を防止

既成市街地・既成都市区域で
一定面積以上の大学教室新増設規制

四六答申を受けつつ策定
初の高等教育計画

国
土
計
画

文
教
計
画
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昭和50年代前期計画における地域配置 14

地域ブロック別の収容力

・地域内進学者の60％以上を
地域内で収容

・ブロック別に収容力目標と
増募見込みを設定

（全体で定員31,500人増）

特定地域の新増設抑制

・首都圏の工業等制限区域
・近畿圏の工場等制限区域
・政令指定都市

・大学・短大の新増設を原則抑制

『地方の収容力を上げる』＋『大都市の増加を抑える』

出典：高等教育懇談会「高等教育の計画的整備について」（1976）
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昭和50年代前期・後期計画におけるブロック別定員 15

出典：高等教育の計画的整備について（1976、1979）

前期：進学者ベースの収容率

ブロック内進学者のうち何％分の定員があるかの割合

後期：18歳人口ベースの収容率

18歳人口に対する、大学・短大入学者数の割合

地域ブロック
前期 収容率（％）
実績S50→目標S55

前期 収容力（千人）
実績S50→目標S55

後期 収容率（％）
実績S54／前目S55→後目

S61

後期 収容力（千人）
実績S54／前目S55→後目S61

北海道 75→80% 20→23（+3） 26／28→29% 21／23→26（+3）

東北 56→60% 25→28（+3） 16／18→21% 26／28→32（+4）

関東・甲信越 143→135% 274→281（+7） 54／57→46% 259／281→290.5（+9.5）
（南関東） ― ― ― 内数＋7.5

東海 80→80% 56→61（+5） 32／34→31% 55／61→67（+6）

北陸・近畿 110→104% 137→143（+6） 49／50→42% 136／143→151（+8）
（近畿） ― ― ― 内数＋6

中国 55→65% 26→29（+3） 26／28→29% 27／29→33.5（+4.5）

四国 46→60% 12→14（+2） 21／24→25% 12／14→16（+2）

九州 76→80% 58→61（+3） 25／27→28% 57／61→64（+3）

計 ― 608→639.5（＋31.5） ― 593／640→680（＋40）

最低でも進学者の60％
をブロック内に収容

18歳人口に対する収容率が30％未満の場合
は1～3％向上
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5次にわたる計画における地域配置に関する内容 16

計画 特定地域 ブロック別定員

1976（目標：1980年度）
高等教育の計画的整備について

（昭和50年代前期計画）

首都圏・近畿圏の
工業（場）等制限区域
＋政令指定都市

8ブロック．地域ブロック別に進学率，収容力，18歳人口を踏まえ，
収容力・拡充見込数の目途を設定．少なくともブロック内進学者の
60％を当該ブロック内で収容することを目途とした．

1979（目標：1985年度）
高等教育の計画的整備について

（昭和50年代後期計画）

前期の対象
＋仙台市・広島市

8（10）ブロック（南関東・近畿などを内部で分離しうる形に修正）．
1980年度のブロック内収容率が30％未満の場合は，1〜3％の
引上げを見込むこととした．

1984（目標：1991年度）
昭和61年度以降の高等教育の

計画的整備について

同上
（ただし臨時定員※による
増加は認める）

13ブロックに分け定員増の目途を示す．ただし，その増加分の根
拠となる収容力などは明示されず．

1991（目標：2001年度）
平成5年度以降の高等教育の計

画的整備について

三大都市圏の制限区域
＋圏内の政令指定都市
（三大都市圏以外は除外）

示されず

1997（目標：2004年度）
平成12年度以降の高等教育の

将来構想について

首都圏・近畿圏の
工業（場）等制限区域のみ

示されず

2002–03
規制撤廃

2002：首都圏・近畿圏の工業（場）等制限法を廃止
2002：中央教育審議会「大学の質の保証に係る新たなシステムの構築について（答申）」→
大都市部の設置抑制方針を撤廃

規
制
確
立
期

規
制
融
解
期

規
制
撤
廃
期

※第二次ベビーブーム世代の大学進学に合わせて行われた期間を限った定員増
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地方創生政策と東京特別区への立地規制 17

2002
旧規制撤廃

工業（場）等制限法廃止
大学教室規制も撤廃

2014
まち・ひと・しごと

創生会議

2018
地方大学・産業創生法

23区内学部の収容定員増を
原則抑制

例外：定員振替、留学生・社会人等
専門職大学等：2024.3まで例外措置

2023
追加例外：デジタル

高度デジタル人材の養成に
関する学部・学科は例外

2028.3
失効・見直し

2028.3.31失効

文科省評価（2024）
増加ペースは半減。ただし2019→2023の23区入学定員は約3万人増（主に経過措置）

出典URL（制度・通知）：https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/teiinyokusei/index.htm

出典URL（政策評価・専門職大学等）：https://www.mext.go.jp/a_menu/hyouka/kekka/1408695_00004.htm

出典URL（地方創生総合戦略）：https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/chiikimirai/pdf/20251223_honbun.pdf

反映

東京23区の
大学生数増が問題に
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政策の帰結：県・ブロック内進学率推移

•定義
• ある年のある県における大学（＋短大）進学者のうち，出身県
（データ上，高校等所在県となる）に所在する大学（＋短大）に
進学した者の割合

• ブロック内進学率は県ではなく同一ブロック内／外で計算

• 南関東や関西はブロック内進学率が極めて高い．また南関東につ
いてはほぼその割合は50年間変わってない

• 北陸・南九州・沖縄・北東北・四国・北関東のブロック内進学率は
50％未満＝大学進学は居住しているブロック外への離家を伴う
なおこれらは大きく改善されてはいない

18
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県内進学率の推移 19
総計 男子 女子

大学 大学＋短大
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北関東 茨城・栃木・群馬

南関東A 埼玉・千葉・東京・神奈川

南関東B 南関東A＋山梨

広域
首都圏

南関東B＋北関東＋新潟・長野

東海 静岡・岐阜・愛知・三重

北陸 富山・石川・福井

関西圏 京都・大阪・兵庫

近畿 関西圏＋滋賀・奈良・和歌山

中国 鳥取・島根・岡山・広島・山口

四国 徳島・香川・愛媛・高知

北九州 福岡・佐賀・長崎・大分

南九州 熊本・宮崎・鹿児島

沖縄 沖縄

ブロック内進学率
が50％未満
＝北陸・南九州・
北東北・四国・
北関東
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近年の高等教育政策と
地理的アクセスの確保

23
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グランドデザイン答申（2018）
• 平成17（2005）年の「将来像答申」では、「高等教育計画の策定と各種規制
の時代」から、 「将来像の提示と政策誘導」の時代への移行という考えを示し
た。2040年を見据えた高等教育の規模を考える際も、その方向性は変わら
ない。

• 2040年には、18歳人口が約88万人、現在の規模と比較すると約74％に
なり、大学進学者数は約51万人に減少することが予想されている。

24

出典：中央教育審議会（2018）『2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）』（2018年11月26日）
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360.htm
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グランドデザイン答申（2018）
• IV. 18歳人口の減少を踏まえた高等教育機関の規模や地域配置－あらゆ
る世代が学ぶ「知の基盤」－

• これまで述べてきたように、将来の社会の変化を見据えて「多様な価値観が
集まるキャンパス」を目指していくためには、地域における学修者からのアク
セスの機会を確保するために、地域の高等教育機関が一定の規模を確保して
いくことが必要となるが、我が国においては、これを急速に進む18歳人口の
減少の中で実現しなければならない。その将来像を描くに当たっては、現在
の進学動向などを正確に把握するとともに、将来の進学動向の推計について
具体的な形で可視化することが重要である。

• 今後は、地域においても、例えば、こうしたデータや情報を可視化したマップ
を作成し、 「地域連携プラットフォーム（仮称）」での議論や、個々の高等教育
機関の戦略に役立てることができるよう、国は学校基本調査等を用いた基本
的なデータの整理を行うことが必要である。

25

出典：中央教育審議会（2018）『2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）』（2018年11月26日）
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360.htm
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知の総和答申（2025）
• 「アクセス」の出現回数：3回→59回

• 2040年大学進学者の予測：約51万人（2018答申）→約46万人（本答申）

• 我が国の高等教育に関する政策は、「計画と規制」から「将来像の提示と政策
誘導」への時代と転換してきた。その中で、大学への入学定員は増加し続ける
とともに、 進学率も上昇してきた。しかし、これから先の急速な少子化は、中
間的な規模の大学が1年間で 90 校程度、減少していくような規模で進んで
おり、定員未充足や募集停止、経営破綻に追い込まれる高等教育機関が更に
生じることは避けられない。高等教育の規模が縮小するということは、特に
地方においては、質の高い高等教育へのアクセスが確保されない事態も想
定される。これらへの対応は待ったなしとも言うべき状況にある。 そして、高
等教育機関の偏在と学びたい学問が学べないという影響を直接受けるのは、
未来を創り出す若者であり、高等教育機関の卒業生の規模縮小と人材不足
の影響を受けるのは、我が国の社会全体である。（p.1-2）
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27

中央教育審議会（2025）『我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）要旨』令和7年2月21日

https://www.mext.go.jp/content/20250221-mxt_koutou02-000040400_2.pdf
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28

中央教育審議会（2025）『我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）要旨』令和7年2月21日

https://www.mext.go.jp/content/20250221-mxt_koutou02-000040400_2.pdf
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29

中央教育審議会（2025）『我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）要旨』令和7年2月21日

https://www.mext.go.jp/content/20250221-mxt_koutou02-000040400_2.pdf

地域構想推進プラッ
トフォームは2018答
申での「地域連携プ
ラットフォーム」の発
展版
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30

中央教育審議会（2025）『我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）要旨』令和7年2月21日

https://www.mext.go.jp/content/20250221-mxt_koutou02-000040400_2.pdf
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中央教育審議会（2025）『我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）要旨』令和7年2月21日

https://www.mext.go.jp/content/20250221-mxt_koutou02-000040400_2.pdf
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32

中央教育審議会（2025）『我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）要旨』令和7年2月21日

https://www.mext.go.jp/content/20250221-mxt_koutou02-000040400_2.pdf
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文部科学省高等教育局大学振興課地域大学振興室『地域大学振興について』（令和8年2月）
https://www.mext.go.jp/content/20260317-mxt_sigsanji-000048293_5.pdf

33

なお，「国立大学法人等
改革基本方針（令和7年
11月4日 文部科学
省）」によれば，文部科
学省における取組とし
て「地域構想推進プラッ
トフォームにおいて中心
的な役割を果たすため
に必要な支援の推進」
が書かれており，実質
的には各県の国立大学
がPFの中心的役割を
担うことが期待されて
いると思われる。
（https://www.mext.go.jp
/a_menu/koutou/houjin/
1418126_00003.htm）
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文部科学省『「地域構想推進プラットフォーム」構築等推進事業の選定結果について』（令和8年7月24日）
https://www.mext.go.jp/content/20260722-mxt_daigakuc01-000051092_2.pdf

概算要求時には
1.5億円×10件
（＝15億円）
だったが……

結局、
都道府県単位
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文部科学省高等教育局大学振興課地域大学振興室『地域大学振興について』（令和8年2月）
https://www.mext.go.jp/content/20260317-mxt_sigsanji-000048293_5.pdf
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文部科学省『大学設置基準等における教育課程等に係る特例制度及び地域高等教育機会確保特例制度の申請・審査について』（令和8年3月・7月一部更新）
https://www.mext.go.jp/content/20260306_mxt_daigakuc01_000047708_06.pdf
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文部科学省『大学設置基準等における教育課程等に係る特例制度及び地域高等教育機会確保特例制度の申請・審査について』（令和8年3月・7月一部更新）
https://www.mext.go.jp/content/20260306_mxt_daigakuc01_000047708_06.pdf
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文部科学省『大学設置基準等における教育課程等に係る特例制度及び地域高等教育機会確保特例制度の申請・審査について』（令和8年3月・7月一部更新）
https://www.mext.go.jp/content/20260306_mxt_daigakuc01_000047708_06.pdf
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文部科学省『大学設置基準等における教育課程等に係る特例制度及び地域高等教育機会確保特例制度の申請・審査について』（令和8年3月・7月一部更新）
https://www.mext.go.jp/content/20260306_mxt_daigakuc01_000047708_06.pdf
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文部科学省『大学設置基準等における教育課程等に係る特例制度及び地域高等教育機会確保特例制度の申請・審査について』（令和8年3月・7月一部更新）
https://www.mext.go.jp/content/20260306_mxt_daigakuc01_000047708_06.pdf
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特例対象規定（大学設置基準）

• 第10条第1項・別表第一イ（1）備考第一号・第二号（基幹教員）

• 第19条第1項（授業科目の自ら開設の原則）

• 第22条（１年間の授業期間）

• 第28条・第29条第2項・第30条第4項（単位互換等の60単位上限）

• 第32条第5項（遠隔授業の60単位上限）

• 第32条第6項（連携開設科目に係る30単位上限）

• 第37条・第37条の2（校地・校舎面積基準）

• 第42条の8（入学前の実務経験を通じて修得した実践的な能力につ
いての単位認定）

41
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特例対象規定（大学設置基準）
• 第10条第1項・別表第一イ（1）備考第一号・第二号（基幹教員）

• 必要な基幹教員数についての緩和

• 第19条第1項（授業科目の自ら開設の原則）
• 大学は、学校教育法施行規則第百六十五条の二第一項第一号及び第二号の規定（注：DP
とCPのこと）により定める方針に基づき、必要な授業科目を自ら開設し、体系的に教育課
程を編成するものとする。

• 第22条（１年間の授業期間）

• 一年間の授業を行う期間は、三十五週にわたることを原則とする。

• 第28条・第29条第2項・第30条第4項（単位互換等の60単位上限）
• 30条4項（入学前の既修得単位等の認定）：前三項の規定により修得したものとみなし、又
は与えることのできる単位数は、編入学、転学等の場合を除き、当該大学において修得し
た単位（第二十七条の三の規定により修得したものとみなすものとする単位を含む。）以
外のものについては、第二十八条第一項（同条第二項において準用する場合を含む。）及
び前条第一項により当該大学において修得したものとみなす単位数と合わせて六十単位
を超えないものとする。
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特例対象規定（大学設置基準）

• 第32条第5項（遠隔授業の60単位上限）
• （略）卒業の要件として修得すべき単位数のうち、第二十五条第二項の授
業の方法（メディア授業のこと）により修得する単位数は六十単位を超え
ないものとする。

• 第32条第6項（連携開設科目に係る30単位上限）

• 第37条・第37条の2（校地・校舎面積基準）

• 第42条の8（入学前の実務経験を通じて修得した実践的な能力
についての単位認定）
• 専門職学科において入学前における実践的な能力の修得を単位認定する
規定
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振り返り

•関心のある地域で，高等教育機会を確保するために、地
域で話し合う必要がある課題を一つ挙げてください。
• 例：通学できる範囲，学べる分野，大学・短大の定員，大学間の
連携

44
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将来推計人口の変化
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将来推計人口の変化

• 2020年国勢調査を基準に、男女・年齢別人口を5年ごとに推計
したメッシュ別将来人口データを使用

• 出生に関する仮定は，社人研「日本の将来推計人口（令和5年推
計）」の出生中位・死亡中位に対応

• 2030・2040年の推計値（その4～8年後に18歳になる）
➢2030年は2035年頃，2040年は2045年頃の状況と考える

• 出典：国土交通省「令和2年国勢調査を基準としたメッシュ別将来
推計人口の試算」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別
将来推計人口（令和5年推計）」

• 加えて2020年の実際の人数も作図

• 元データは500ｍメッシュだが10kmメッシュに集約
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推計人口分布（10-14歳人口） 47

2020年（実数） 2030年（推計） 2040年（推計）
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推計人口増減数（10-14歳人口） 48

2020→30年 2030→40年 2020→40年
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推計人口増減率（10-14歳人口） 49

2020→30年 2030→40年 2020→40年
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RESASとjSTAT MAPを
活用して現状を知る
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所属大学の周辺の状況を知る

•RESAS 地域経済分析システム https://resas.go.jp/
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新卒者就職・進学分析 52
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新卒者就職・進学分析 53

•都道府県レベルデータ

•2000年～2024年の各年

•進学について「地元進学」「流出」「流入」「純流入」の可視化

•実数または進学率

•すべての進学／大学進学／短期大学進学 から選択

•総数または男または女による表示が可能

⇒たとえば周辺の県に比べて，他県から学生が流入しやす
いのか否かなどが一目で可視化できる。
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新卒者就職・進学分析 54

推移・進学者の流入出ボタンも便利
（どの都道府県にするかは左の「表示す
る地域を指定する」から選択）
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新卒者就職・進学分析（推移） 55

他県と比較できる
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新卒者就職・進学分析（推移） 56

各県の人口は異なるので
「進学率で表示」を選ぶと良
い．徳島県や高知県に比べ
て香川県は流出率が高いこ

とが見て取れる．

全国平均が-20％付近にあるの
は人口重み付け平均になっていな
いためと思われる．
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新卒者就職・進学分析（進学者の流入出） 57
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新卒者就職・進学分析（進学者の流入出） 58

性別ごとに何県からの流入，何県への流出が多いかについて簡単に表示できる
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新卒者就職・進学分析 59
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その他のマップ

•人口マップ
• 人口構成分析

• 人口増減分析（2050年までの5年ごと）

• 地域人口メッシュ分析

•マーケティングマップ
• 将来人口メッシュ分析（250mメッシュで将来人口を見ること
ができるが，範囲が狭いのが難点）
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人口増減分析（5年前人口との増減） 61

2050年
までの推
計値あり
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人口増減分析（グラフ） 62

市区町村別に
2050年までの
人口増減について
可視化できる

合算地域を追加することで複数
の市区町村の合算値を表示可
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所属大学の周辺の状況を知る

• jSTAT MAP https://www.e-stat.go.jp/gis

63

アカウントを作成しログインするほうが便利
（事前にe-Statで登録しておく必要あり）
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所属大学の周辺の状況を知る

• jSTAT MAP https://www.e-stat.go.jp/gis

64

アカウントを作成しログインするほうが便利
（事前にe-Statで登録しておく必要あり）
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任意の地点からの到達圏を調べる 65

クリックすると出現

クリックすると出現
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任意の地点からの到達圏を調べる 66

到達圏を選択すると，地図上の指
定したポイントから，徒歩，車など
で到達できる時間圏エリアを表示
できる．
ただし，
徒歩：時速1km～20km
車：時速30km～80km のみ
時間：1分～30分

クリックすると出現
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任意の地点からの到達圏を調べる 67

到達圏の中心を地図上で
クリック
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愛媛大学城北キャンパスから時速80km・30分圏内 68
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レポート作成 69

クリックすると出現
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レポート作成 70

エリアについて3つ
の距離帯を選べる

エリア作成と同様に
中心点を選択
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レポート作成 71

愛媛大学から
時速80km
所要時間10，
20，30分の各
エリアの人口な
どがまとまった
レポートが得ら
れる．
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データのインポート
• 左側のメ
ニューを表示
してプロット
の＋ボタンを
押すと「イン
ポート」という
項目が出現

• 自分で作成し
た住所リスト
などを取り込
める

72
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インポートするデータ 73

2021年度大学入学共通テスト会場のうち四国地方の会場データ
（大学入試センターの公開資料を基にChatGPTでcsv形式に変更して作成）
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インポートデータの読み込み 74

インポート可能数には上限がある

Windowsでcsvファイルを読み込む
場合にはUTF-8にチェックを入れる

住所データのある列を選択

設定が終わったら押す
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読み込み後 75

読み込ませた点が表示される
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エリアの作成で複数の点からの到達圏 76

エリアの横の＋ボタンを押し，
新規エリアグループ作成を選択

到達圏を押し，
到達圏（プロットグループ指定）を押す
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つづき 77

先ほど作成したプロットグループ
を選択

車 80km/h
到達圏として10，20，30分の3
段階を設定

設定が完了したら右下の「到達圏
一括作成開始」を押す
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エリアの作成で複数の点からの到達圏 78

・香川県は80km/h，
30分以内で共テ会場
にたどり着ける
・その他の県はカバー
されていない地域が
広い
・四国中央市は愛媛県
だが香川県の会場の
ほうが近い
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振り返り

•自身の関心のある県・地域や所属機関について，RESAS
やjSTAT MAPあるいはそれ以外のBIツールやGISなど
「地図による可視化」でどのような分析を行いたいか考え
てください。
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まとめ

1. 地理的アクセスは，「近くに大学があるか」だけでは捉え
られない
➢高校生人口，大学・短大の配置と収容性，交通条件を組み合わ
せて考える必要がある。
➢18歳人口の減少⇒収容定員の減少≠キャンパス数（大学数）の
減少

➢高校生人口分布を踏まえ、どこでどの程度の機会を維持する
かが重要

2.全国平均の改善と，地域ごとの課題は併存
➢最寄り大学等までの距離が縮小していても，選択肢や収容性，
将来の若年人口分布を踏まえると，状況は地域によって異なる。
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まとめ（つづき）

3.地図を見ながら，地域で問いを共有する
➢地域の現状を地図やデータで確かめ，高等教育機会について
考えることは，個別大学だけでは完結しない課題。さらに，地域
の範囲は都道府県とは限らない。

• 仮に地域全体で収容定員を縮小するとすれば「誰かが縮む」か，
「みんなで縮む」か（恐らくその間）

＝地域の中で個別大学はライバルなのか，仲間なのか？
（地理的アクセスを確保しつつも，協調し，かつ計画的な定員調
整は可能だろうか？）

81

ご清聴ありがとうございました。
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